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業績予想の修正に関するお知らせ 

 最近の業績動向を踏まえ、2011年３月16日に公表いたしました2012年１月期（2011年２月１日～2012年１月31日）の業績予

想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。  

記 

 

2012 年１月期 通期業績予想数値の修正(2011 年２月１日～2012 年１月31 日) 

修正の内容                                

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当期純利益

 

前回発表予想(A) 

百万円

８０，０００

百万円

４９０

百万円

４８０

百万円 

２０ 

円 銭

２．９３

今回発表予想(B) ８０，７３９ ８５８ ８６０ １０３ １５．１１

増減額(B－A) ７３９ ３６８ ３８０ ８３ ― 

増減率（％） ０．９ ７５．１ ７９．２ ４１５．０ ― 

(ご参考) 

前期実績2011 年１月期 ７７，５１８ ４８２ ４７７

 

１９２ ２８．２３

 

修正の理由 

当事業年度における北海道地域の経済は、個人消費、民間設備投資、観光業等の一部に持ち直しの動きが見られるも

のの北海道経済全体としては依然厳しい状況が続いております。また、未曾有の災害となった東日本大震災の影響は、

消費マインドの低下や自粛ムードの広がりといった大きな変化をもたらし、依然として雇用不安や個人消費に対する不

透明感は、拭いきれておりません。このような環境の下、当社は店舗競争力の強化、現場力の強化に取り組んでまいり

ました。札幌圏中心部の地下鉄隣接店舗を中心に「品揃え」「売場づくり」「サービス」を大幅に見直し、６店舗の改

装を実施いたしました。 

また2010年度よりスタートした価格競争力強化の「ザ・ビッグ」店舗につきましても道央圏３店舗の転換に加え、新

たに道東圏の３店舗を業態転換し、ドミナントエリアの拡大を行いました。イオンのグループ力を活かした商品調達や

プライベートブランド商品の拡大により、売上総利益高の改善にも結びつきました。また、節電対策等の実施、店舗賃

借料、店舗維持費、修繕費等の経費削減を行いました。 

以上の結果、当事業年度の業績は営業利益、経常利益、当期純利益ともに予想を上回る見込みであります。 

なお、2011年12月２日付で法人税率引き下げに関連する法律が公布されたことに伴い、繰延税金資産を取崩し、１億

18百万円を法人税等調整額に計上いたしております。 

 

上記の予想は、本資料の発表日現在において、入手可能な情報に基づき算出したものであり実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる可能

性があります。                 

以    上 


